
子
ど
も
の
「
い
じ
め
」

件
数
が
全
国
２
番
目
（
人

口
比
）
に
多
い
千
葉
県
。

「
い
じ
め
」
は
人
権
侵

害
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
命
、
心
身
を
守
り
抜
く

こ
と
を
第
一
義
に
考
え
、

そ
の
要
因
を
取
り
除
く
た

め
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と

が
必
要
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
昨
年

11
月
に
「
い
じ
め
の
な
い

学
校
と
社
会
を
」
と
い
う

提
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

私
は
２
月
市
議
会
の
代

表
質
疑
で
、
子
ど
も
の
命

が
最
優
先
の
原
則
を
確
立

し
、
「
い
じ
め
」
の
対
応

を
後
ま
わ
し
し
な
い
。
子

ど
も
た
ち
に
対
等
な
人
間

関
係
を
築
く
力
を
育
て
る
。

ま
た
、
教
師
の
多
忙
化
解

消
、
学
校
ご
と
に
地
域
で

懇
談
会
な
ど
の
開
催
を
求

め
ま
し
た
。

教
育
長
は
「
い
じ
め
は

人
格
否
定
で
、
絶
対
に
許

さ
れ
な
い
。
被
害
者
の
立

場
で
命
を
最
優
先
に
守
り

抜
く
姿
勢
で
指
導
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
「
今
後
も

学
校
、
保
護
者
、
地
域
が

力
を
合
わ
せ
、
い
じ
め
の

予
防
、
早
期
発
見
や
対
応

が
で
き
る
よ
う
情
報
を
共

有
し
、
い
じ
め
を
許
さ
な

い
学
校
づ
く
り
に
向
け
て

取
組
を
徹
底
す
る
」
と
決

意
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
教
師
の
多
忙
化

に
つ
い
て
「
教
員
が
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
確

保
に
努
め
、
昨
年
度
は
、

多
忙
化
解
消
検
討
委
員

会
を
組
織
し
、
業
務
の

見
直
し
を
図
る
具
体
策

で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、
よ
り
実
効
性

の
あ
る
教
育
環
境
の
整

備
に
努
め
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

「しっかり発言、きちんと報
告します」 市政に関する、
ご意見・要望をお聞かせ下さ
い。メールアドレス
kyousankaneko@yahoo.co.jp

http://www.jcp-ichikawa.com/
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市
内
の
中
学
校
で
暴
力
事
件
が
あ
っ
た
り
、
学
級

崩
壊
な
ど
、
学
校
が
荒
れ
て
い
る
状
況
が
出
て
い
ま

す
。
学
級
崩
壊
で
は
、
私
も
保
護
者
と
一
緒
に
教
育

委
員
会
に
指
導
を
求
め
ま
し
た
。
そ
し
て
２
月
市
議

会
で
い
じ
め
の
な
い
学
校
づ
く
り
を
要
望
し
ま
し
た
。

３
月
５
日
の
新
聞
に
、

「
市
内
の
中
学
校
に
通
う

男
子
生
徒
が
昨
年
10
月
、

同
級
生
か
ら
呼
び
出
さ
れ
、

殴
る
蹴
る
の
暴
行
を
受
け

２
週
間
の
ケ
ガ
を
し
た
」

と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
２
月
議

会
で
、
暴
力
事
件
に
対
す

る
教
育
委
員
会
の
保
護
者

へ
の
説
明
の
遅
れ
や
隠
ぺ

い
体
質
、
学
校
任
せ
の
指

導
を
厳
し
く
批
判
。
そ
し

て
、
い
じ
め
や
暴
力
の
な

い
学
校
の
改
善
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

暴
力
事
件
に
対
し
、
学

校
教
育
部
長
は
「
教
育
委

員
会
と
し
て
学
校
か
ら
の

報
告
基
準
等
が
不
明
確
で

認
識
に
甘
さ
が
あ
っ
た
。

保
護
者
に
ご
心
配
、
ご
迷

惑
を
か
け
、
信
頼
を
失
う

結
果
と
な
っ
た
」
と
陳
謝
。

そ
し
て
、
今
後
の
対
応

と
し
て
「
学
校
か
ら
教
育

委
員
会
へ
の
迅
速
な
報
告

の
徹
底
、
報
告
基
準
を
設

け
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
保
護
者
、
地
域
に

報
告
を
行
い
、
情
報
を
共

有
す
る
中
で
解
決
を
図
る

よ
う
指
導
し
て
い
く
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

過度な競争やめ、楽しい学校

教
師
が
子
ど
も
と

向
き
合
う
時
間
を

●命優先⇒いじめ対応をぜったいに後まわしに

しない

●情報⇒すぐ全教職員・保護者に知らせ連携

●子ども⇒いじめを止める人間関係をつくる

●対応⇒安全確保、いじめなくなるまで対応

●遺族⇒いじめの真相を知る権利を尊重する

●教育⇒教員のエンパワーメント（多忙化解消、

問題研修など…）

●拠点⇒「いじめ防止センター」（仮称）の設

立

●法律⇒子どもの安全に生きる権利の保障等

●行政⇒数値目標をやめ、教育政策の見直し

「いじめのない学校と社会を」
日本共産党の提案から （2012年11月28日）

友達や学校のこと、いじめ

相談は⇒市川市少年センター

℡（320）3340
月～金9時から17時

（木）は19時まで

子どもの自主活動を多く



史
跡
曽
谷
貝
塚
の
公

有
地
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
現
在
、
こ
の
広
場

を
活
用
し
、
高
齢
者
が

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
行
っ

た
り
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
会
場
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
ベ
ン
チ
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。
夏

は
木
陰
と
な
る
樹
木
が

あ
る
と
よ
い
」
な
ど
、

様
々
な
市
民
要
望
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
私
は
２
月
市
議
会
の

一
般
質
問
で
、
史
跡
曽
谷

貝
塚
の
公
有
地
化
の
状
況

と
今
後
の
整
備
の
考
え
方

を
伺
い
ま
し
た
。

生
涯
学
習
部
長
は
、

「
昭
和
54
年
12
月
に
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
、
面
積

５
０
１
０
０
㎡
に
対
し
、

現
在
３
２
９
９
０
㎡
を
公

有
化
（
65
・
８
％
）
し
て

い
る
。
費
用
は
国
・
県
・

市
合
計
で
約
62
億
円
と
な
っ

て
い
る
」
と
述

べ

、

整

備

は

「
文
化
財
保
護

法
で
、
掘
削
等

の
行
為
は
原
則

禁
止
で
、
必
要

な
場
合
は
文
化

庁
の
許
可
が
い

る
。
現
在
は
標

識
、
説
明
板
、

ベ
ン
チ
を
許
可

の
も
と
設
置
し

て
い
る
。
木
陰

や
ベ
ン
チ
の
増

設
は
、
保
存
整

備
計
画
の
中
で
、
検
討
が

必
要
か
ど
う
か
の
判
断
を

文
化
庁
と
協
議
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。

さ
ら
に
私
は
、
「
今
後

曽
谷
貝
塚
の
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
早
く
市
民
に
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

再
質
問
し
ま
し
た
。

部
長
は
「
野
田
市
の
山

崎
貝
塚
で
は
、
貝
混
じ
り

の
土
を
観
察
で
き
る
通
路

や
境
界
部
分
に
生
垣
や
植

樹
に
よ
っ
て
仕
切
る
整
備
」

と
の
例
を
示
し
「
全
体
的

な
整
備
は
、
学
識
経
験
者
・

地
域
住
民
、
文
化
庁
か
ら

知
恵
を
頂
き
個
性
あ
る
保

存
整
備
計
画
を
策
定
す
る
」

と
答
弁
。
時
期
は
「
史
跡

中
央
部
分
の
畑
を
買
い
上

げ
た
段

階
で
策

定
し
た

い
」
と

し
ま
し

た
。

▼
市
内
の
小
学
校
は
８
日
、

中
学
校
は
９
日
、
い
っ
せ

い
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
は
、
母
校
の
大

柏
小
学
校
、
第
五
中
学
校

の
入
学
式
に
参
列
し
ま
し

た
。
新
入
生
が
、
緊
張
と

不
安
な
面
持
ち
で
、
担
任

教
師
に
引
率
さ
れ
て
入
場

し
ま
し
た
。
早
く
学
校
の

環
境
に
適
応
し
、
い
じ
め

の
な
い
、
楽
し
く
充
実
し

た
学
校
生
活
に
な
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
14
日
・
15
日
は
、
党
市

川
市
後
援
会
に
よ
る
バ
ス

ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
福
島

県
の
被
災
地
の
現
状
を
見

て
き
ま
し
た
。

貞作通信 ＮＯ.２２７ ２０13年4月21日 （２）

仕事
くらしの
悩み

連絡先 金子貞作 ３３７－６１８４（夜間）

２月市議会で、環太平洋経済連携

協定（TPP）への参加表明の撤回を

求める意見書が提出されましたが、

9人の賛成少数で否決（共産党賛成）

となりました。

ＴＰＰ加盟で、日本経済とくらし

がどうなるのか、すでに交渉済みの

２１分野については、意見が出せな

い。農畜産物は壊滅状態に。環境破

壊、地域破壊。残留農薬、食品添加

物表示、などの規

制緩和。郵貯、簡

保、共済の存続が

危うくなるなどの

問題点が指摘され

ています。

「
33
年
前
、
南
大
野
に

駅
が
で
き
る
と
聞
い
て

マ
ン
シ
ョ
ン
に
越
し
て

き
た
」
（
住
民
の
声
）

市
は
、
議
会
で
の
質

問
や
住
民
の
要
望
に
応

え
、
新
駅
設
置
を
目
指

し
、
昨
年
に
続
き
、
今

年
も
調
査
費
４
０
０
万

円
を
計
上
。
今
年
は
課

題
整
理
と
実
現
可
能
性

の
検
証
、
需
要
動
向
調

査
（
民
間
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

を
含
む
）
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

新
駅
設
置
に
は
、
新

た
な
乗
降
客
を
増
や
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
「
居
住

者
や
就
業
者
を
生
み
出

す
需
要
創
出
型
の
街
づ

く
り
の
た
め
、
武
蔵
野

線
沿
線
の
区
画
整
理
事

業
を
実
施
し
、
人
口
を

２
万
人
か
ら
３
万
人
を

増
や
し
た
い
」
と
答
弁
。

課
題
は
「
地
権
者
の
理

解
と
協
力
、
土
地
の
集

積
」
と
述
べ
ま
し
た
。

新
駅
設
置
に
は
市
の

負
担
が
必
要
に
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
も
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
は
ど
う
思

い
ま
す
か
。

当
時

、
駅
が
予
定
さ

れ
て
い
た
公
園
（
上
の
写

真
：
南
大
野
3
丁
目
）
左

は
空
地
が
残
る
武
蔵
野
線

沿
線
（
３
月
25
日
）

TPP参加

断固反対

広
々
と
し
た
曽
谷
貝
塚
（
曽
谷
２
丁
目
）


